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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリ装置に記憶されていて楽曲を構成する楽音を再生させるための自動演奏データを
楽曲の進行に従って読み出す読み出し手段と、
　再生楽音の要素の変更態様を表すプレイエフェクトデータを用いて、前記読み出された
自動演奏データを要素の変更された楽音を再生するための演奏データに変換する変換手段
と、
　前記変換手段によって変換された演奏データに応じて楽音を再生する再生手段と、
　演奏操作子の操作を表す演奏データを入力する演奏データ入力手段と、
　前記演奏データ入力手段によって入力された演奏データに対し、前記プレイエフェクト
データを用いて、前記再生楽音の要素変更のために変換された演奏データを変換前の演奏
データに戻すための逆変換処理を実行する逆変換手段と、
　前記逆変換手段によって逆変換された演奏データを楽曲の進行に従ってメモリ装置に書
き込む演奏データ書き込み手段と
を備えたことを特徴とする電子音楽装置。
【請求項２】
　前記プレイエフェクトデータは、メモリ装置に楽曲に進行に従って予め記憶されている
か、またはユーザによって楽曲の進行に従って入力されたものである請求項１に記載の電
子音楽装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載した電子音楽装置において、さらに、
　前記プレイエフェクトデータを楽曲の進行に従ってメモリ装置に書き込むプレイエフェ
クトデータ書き込み手段を備え、
　前記メモリ装置に書き込まれる演奏データおよびプレイエフェクトデータはそれぞれ異
なる領域に書き込まれる電子音楽装置。
【請求項４】
　コンピュータに、
　メモリ装置に記憶されていて楽曲を構成する楽音を再生させるための自動演奏データを
楽曲の進行に従って読み出す読み出しステップと、
　再生楽音の要素の変更態様を表すプレイエフェクトデータを用いて、前記読み出された
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自動演奏データを要素の変更された楽音を再生するための演奏データに変換する変換ステ
ップと、
　前記変換ステップによって変換された演奏データに応じて楽音を再生する再生ステップ
と、
　演奏操作子の操作を表す演奏データを入力する演奏データ入力ステップと、
　前記演奏データ入力ステップによって入力された演奏データに対し、前記プレイエフェ
クトデータを用いて、前記再生楽音の要素変更のために変換された演奏データを変換前の
演奏データに戻すための逆変換処理を実行する逆変換ステップと、
　前記逆変換ステップによって逆変換された演奏データを楽曲の進行に従ってメモリ装置
に書き込む演奏データ書き込みステップと
を実行させるコンピュータ読み取り可能なプログラム。
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